
領
事
官
の
行
な
う
船
舶
法
等
の
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
参
照
条
文

○
国
際
航
海
船
舶
及
び
国
際
港
湾
施
設
の
保
安
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第

号

（
抄
）

）

（
船
舶
保
安
証
書
）

第
十
三
条

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
条
の
検
査
の
結
果
、
当
該
国
際
航
海
日
本
船
舶
が
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
国
際
航
海
日
本
船
舶
の
所

有
者
に
対
し
、
船
舶
保
安
証
書
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
国
際
航
海
日
本
船
舶
に
、
第
五
条
第
二
項
の
技
術
上
の
基
準
に
適
合
す
る
船
舶
警
報
通
報
装
置
等
が
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

第
六
条
の
規
定
に
よ
り
船
舶
指
標
対
応
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

三

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
舶
保
安
統
括
者
が
選
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

四

第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
舶
保
安
管
理
者
が
選
任
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

五

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
操
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

六

当
該
国
際
航
海
日
本
船
舶
内
に
、
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
船
舶
保
安
記
録
簿
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

七

当
該
国
際
航
海
日
本
船
舶
内
に
、
第
十
一
条
第
四
項
の
承
認
を
受
け
た
船
舶
保
安
規
程
が
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
備
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。

八

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
号
の
船
舶
保
安
規
程
に
定
め
ら
れ
た
事
項
が
適
確
に
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

２

前
項
の
船
舶
保
安
証
書
（
以
下
「
船
舶
保
安
証
書
」
と
い
う

）
の
有
効
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
時
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省
令

。

で
定
め
る
事
由
が
あ
る
国
際
航
海
日
本
船
舶
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
三
月
を
限
り
そ
の
有
効
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
事
務
は
、
外
国
に
あ
っ
て
は
、
日
本
の
領
事
官
が
行
う
。

４

行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
領
事
官
の
行
う
前
項
の
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に

関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

５
～
８

（
略
）


